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第4章 — 運用 
 

DVRの動作はビデオを録画して再生することが主要機能です。しかし、ビデオを録画して再生することの他に、もっといろいろな機能を

提供します。時間別、曜日別に録画スケジュールを設定することができ、多様な方法で録画されたデータを検索できます。また、遠隔制

御、遠隔監視、録画された映像を再生しながら同時に現在の映像を録画、プリンタに映像出⼒するなどのような付加的な機能を提供しま

す。ボタンとリモコン、マウスの使用方法などについては、第3章 – システム設定 – メニューの使用方法に説明されています。 
 

電源を入れる 
 

“第2章 – 設置”の説明の通りDVRを設置すれば、記録する準備は完了です。装置に電源をつなげばシステムがブートします。 
 

リアルタイム監視 

 

DVRが初期化過程を完了すると、直ちに接続されているモニタとスピーカによって監視画⾯が表示され、オーディオが聞こえます。工場

出荷時の基本モードは、全てのカメラを一画⾯に表示するようになっています。カメラのボタンを押すと、該当カメラの映像を全画⾯に

表示します。 

リアルタイム監視モードで  MENU  ボタンを押すと、画⾯の右側に下記のリアルタイム監視メニューが現れます。 MENU  ボタンをもう
一回押すとメニューが消えます。リモコンの矢印ボタンを利用し、各メニュー及び項目に移動できます。 
 

 

リアルタイム監視メニュー 

① ログイン/ログアウト 

② モニタ 

③ ディスプレー 
④ 前画⾯グループ 
⑤ 次画⾯グループ 
⑥ 検索 
⑦ カメラメニュー 
⑧ 自動切替 
⑨ フリーズ 
⑩ 緊急録画 
⑪ アラーム 
⑫ 状態 
⑬ 設定 

 

 

参考: リアルタイム監視メニューはマウスポインタを画⾯の右側に置いて表示させることもできます。 
 

ステータス情報ウィンドウ 
 

 リモコンが使える場合、このアイコンが表示されます。 

 遠隔プログラムでDVRに接続した場合、このアイコンが表示されます。 

 双方向オーディオにつながっている場合、このアイコンが表示されます。 

 映像拡⼤機能を使用する場合、このアイコンが表示されます。 

 VNCサービスでDVRに接続した場合、このアイコンが表示されます。 

 フリーズ機能を使用する場合、このアイコンが表示されます。 
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 自動切替機能を使用する場合、このアイコンが表示されます。 

 全体画⾯モードではない場合、現在の画⾯が属しているグループを表示します。 

 イベントモニタリング中の場合、このアイコンが表示されます。 

 
HDD録画状態を表示します。上書きの場合、このアイコンが表示されます。 

上書きを使用しない場合、残っているHDD容量が％で表示されます。 

 

リアルタイム監視メニュー 
 

ログイン/ログアウト 

リアルタイム監視メニューで （ログイン）又は  （ログアウト）を選択時、ログイン又はログアウト窓を呼びます。 
 

モニタ 

（モニタ）を選択するたびに、プライマリモニタ（ ）、スポット（外部）モニタ（ ）を選択します。選択したモニタの画⾯分

割と切替監視を設定することができます。 
 

ディスプレー 

・ 全画面: リアルタイム監視メニューで （ディスプレー） → （全画⾯）を選択してからご希望のカメラチャンネルを選択する

とリモコンの該当カメラ番号ボタンを押す時やマウスで特定のカメラ画⾯をクリックする時と同じく、該当するカメラ画⾯が全画

⾯に切り替わります。全画⾯のどこかをもう一度クリックすると、全画⾯になる直前の分割画⾯に切り替わります。 

・ PIP、2x2、1+5、1+7、3x3、4x4: リアルタイム監視メニューで （ディスプレー） → 、 、 、 、 （PIP、2x2、

1+5、1+7、3x3、4x4）を選択するとDISPLAYボタンを押す時と同じくPIP → 4 → 6 → 8 → 9 → 16画⾯に切り替わります。 
 

参考: 1+5または1+7画⾯の左側の上部に⼤きい画⾯である“メイン画⾯”に希望のカメラ映像を表示することができます。リアルタ

イム監視画⾯または検索画⾯で希望のカメラ画⾯でマウスの右クリックし、カメラメニューで“メイン画⾯に移動”を選択すると選

択したカメラの映像がメイン画⾯に表示されます。 
 

・ カメラのOSD、状態のOSD: リアルタイム監視メニューで （ディスプレー） → “カメラのOSD”を選択するとカメラ関連OSD

（画⾯上に文字表示）機能を、“状態のOSD”を選択するとシステム状態関連OSD機能を活性化、または非活性化させます。 
 

前画面グループ、次画面グループ 

リアルタイム監視メニューで （前グループ）、 （次グループ）を選択すると、   （左右の矢印ボタン）ボタンを押す時

と同じく現在の画⾯の前/次の画⾯グループに移動し、ページ番号が画⾯に表示されます。 
 

検索 

・ 全てのカメラ: リアルタイム監視メニューで （検索）→ “全てのカメラ”を 選択すると  （再生ボタン）を押す時と同様に検索

モードに入ります。 

・ トリプレックス: リアルタイム監視メニューで （検索）→ “トリプレックス”を選択すると、分割画⾯モードで ボタンを押す時

と同様にトリプレックス再生モードに変わり、当該チャンネルの映像を再生します。 
 

カメラメニュー 

・ PTZ: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→ “PTZ”を選択すると  PTZ  を押す時と同様にPTZコントロール機能を

実⾏することができます。詳しい内容は下記の“PTZ制御”部分を参照してください。 

・ 拡大: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→ “拡⼤”を選択するとZOOMボタンを押す時と同様に映像を拡⼤する

ことができます。詳しい内容は下記の“拡⼤機能”部分を参照してください。 

・ オーディオ: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー）→ “オーディオ”を選択するとオーディオ出⼒をOn/Offにできます。 

・ 色調整: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー） → “色調整”を選択してからご希望のカメラチャンネルを選択すると
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色調整画⾯が表示されます。ここでは各カメラの明るさ、コントラスト、彩度、色調を調整することができます。 
 

参考: ここで変更した色調整のとおりの映像が監視されるだけでなく録画されます。 
 

・ メニューコントロール: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー） → “メニュー調整”を選択してからご希望のカメラチ

ャンネルを選択すると該当カメラが対応するメニュー調整画⾯が表示されます。本機能は該当カメラがCoC機能に対応する場合の

み動作します。 

・ グループ編集: リアルタイム監視メニューで （カメラメニュー） → “グループ編集”で画⾯のグループ編集モードがスタートし

ます。詳しい内容は下記の“画⾯グループ編集機能”部分を参照してください。 
 

参考: カメラメニューは各カメラの画⾯でマウスを右クリックして呼ぶこともできます。カメラメニューをリアルタイム監視メニュー

か、各カメラ画⾯でマウスを右クリックするかによって、カメラメニューの項目が変わります。 
 

自動切替 

リアルタイム監視メニューで （自動切替）を選択するとリアルタイム監視モードでSEQUENSボタンを3秒以上押す時と同じく自

動切替がスタートします。自動切替をストップさせたい場合は、もう一度  を選択するか、SEQUENSボタンを3秒以上押してくだ

さい。システム設定 – ディスプレー設定で“自動切替”を選択し活性化していると、画⾯左下に  が表示されます。自動切替にはフ

ル切替と切替があります。 

“フル切替”モードを選択すると、監視モードの全画⾯及び分割画⾯で全てのチャンネルが順番に切り替わって表示されます。フル切替

機能を使用するためには、システム設定 – ディスプレー設定の自動切替設定で“フル切替”を選択してください。 

“切替”モードでは、監視モードの分割画⾯で、右下の一画⾯だけ別の画⾯に変わり続けるようになります。切替機能を使用するため

には、システム設定 – ディスプレー設定の自動切替設定で“切替”を選択してください。 

例えば、4分割画⾯で  を選択すると、以下のように切替監視が進みます。 
 
 

 

 
 

参考: “フル切替”で動作中ならば、画⾯左下の自動切替表示の横にページ番号が表示されます。 
 

参考: ページを構成している全てのカメラが不活性化状態か、映像信号なしか、ロックカメラなら（そしてそのカメラを⾒る権限のな

いIDでログインしたならば）、該当ページを飛ばすようになります。 
 

フリーズ 

リアルタイム監視メニューで （フリーズ）を選択すると、リアルタイム監視モードで （エンター）ボタンを押す時と同様に画

⾯が停止されます。システム設定 – ディスプレー設定で“フリーズ”を選択し活性化していると、画⾯左下に  が表示されます。画

⾯停止状態から、また  を選択するか  ボタンを押せば画⾯停止状態が解除されます。但し、 MENU  、○! ボタンは押してもフリ

ーズ状態はそのままです。 
 

緊急録画 

リアルタイム監視メニューで （緊急録画）を選択時、○! ボタンを押す時と同様に緊急録画機能を使用/解除します。 
 

アラーム 

リアルタイム監視メニューでアラームが作動している間 （アラーム）を選択すると内部ブザーを含むDVRの出⼒をリセットしま

す。 
 

状態 

リアルタイム監視メニューで  (状態) を選択するとシステムイベント及び保存スペースの状態が確認できます。詳しい内容は下記

の“状態監視”部分を参考して下さい。 
 

  

< フル切替モード例 > < 切替モード例 > 
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参考: “状態”メニューの選択は“システム検査”の権限を持ったユーザーでログインした時だけ、可能になります。 
 

設定 

リアルタイム監視メニューで  (設定)を選択すると設定メニューに入ります。 
 

画面グループ編集機能 
 

画⾯グループ編集モードは、監視画⾯（PIP、4、6、8、9、16画⾯）や4画⾯以上の再生モードで、自分の望む配置でカメラ映像を⾒る

ことができるように設定する機能です。 

PIP、4、6、8、9、16画⾯でリアルタイム監視メニューの （カメラメニュー）→ “グループ編集”で、画⾯グループ編集モードがスタ

ートします。画⾯上に⻩色い枠線が現れます。枠線は矢印ボタンやマウスを利用して、カメラ画⾯を選択でき、別のカメラボタンを押す

と、選択された位置にボタンを押したカメラ画⾯が表示されます。もし、ボタンを押したカメラがその画⾯で表示していない画⾯なら

ば、選択された位置は、ボタンを押したカメラ映像が表示されます。その場合、画⾯が交換することはありません。そして、ボタンを押

したメラがその画⾯に表示されている画⾯ならば、選択されたカメラと位置が入れ替わります。このような方法によって各画⾯に望みの

カメラ番号を配置することができます。画⾯グループ編集モードでもう一度 （エンター）ボタンを押すと、画⾯グループ編集モード

から抜け出ます。またはメニューボタンを押してカメオメニューが表示されたら、“グループ編集を終了する”を選択してグループ編集モ

ードから抜け出します。画⾯グループ編集モードは、操作のない場合約15秒で終了します。 

 

拡大機能 
 

拡⼤機能は、リアルタイム監視モードでのみ作動します。システム設定 – ディスプレー設定で“拡⼤”を選択して活性化させると、拡⼤モー

ドで  アイコンが表示されます。 

ZOOMボタンを押し拡⼤して⾒るカメラを選んでください。一画⾯だけ⾒える全画⾯モードでは、現在の画⾯が自動的に選択されます。

カメラを選択すると全画⾯に転換され、右下に拡⼤する位置を設定する画⾯が表示されます。矢印ボタンを利用し、拡⼤して⾒る位置を

変更することができます。 （エンター）ボタンを押すと、映像が2倍、4倍に拡⼤されます。拡⼤画⾯を抜け出すには、もう一度

ZOOMボタンを押してください。 
 

参考: 拡⼤機能の応⽐率はカメラモードによります。 

 

PTZ制御 
 

PTZドームカメラをDVRで使用するためには、背⾯のRS485かRS232端子のうちカメラがサポートするものをカメラに正しく接続してく

ださい。そして、その端子をカメラ設定で説明したように正しく設定してください。 
 

 

監視モードで現在の監視画⾯上にPTZカメラがある場合、 PTZ  ボタンを3秒以上押すと、PTZカメラを選択する画

⾯が表示されます。 

望みのPTZカメラを選択してください。その場合、該当カメラのOSD画⾯に  アイコンが点滅します。現在の監

視画⾯上にPTZカメラがない場合には、それを知らせるメッセージ画⾯が表示されます。PTZモードで再び  PTZ  

ボタンを押すとPTZモードから抜け出ることができる。 

PTZモードでは、矢印ボタンによってPTZカメラの上/下/左/右移動（Pan, Tilt）機能を調整でき、 や ボタンに

よって拡⼤と縮小機能を、 や ボタンによっては近距離と遠距離焦点機能を調整することができます。 

PTZカメラ選択メニュー 
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参考: PTZカメラを操作するためには、“PTZ制御”の権限を持ったユーザーでログインしてください。 
 

  
< プリセット設定 > < プリセット移動 > 

PTZモードで  ボタンを押すと、“プリセット設定”設定画⾯が

表示され、現在位置を望みのプリセット番号に保存することが

できます。 

PTZモードで ボタンを押して“プリセット移動”設定画⾯が表

示されたらプリセット番号を選択し、その番号に保存された位

置にPTZカメラをすぐ移動させることができます。 

PTZ設定画面 

PTZモードで  MENU  ボタンを押してから画⾯上段メニューで （PTZ高機能）を選択すると下記のPTZ高機能メニューが表示されま

す。 
 

 

速度、自動巡回などのPTZカメラが支援する機能を使用できます。 
 

参考: マウスを用いて上/下/左/右の移動速度を制御することができます。PTZモードでマウスの左ボタン

を押したままでご希望の方向に移動してから回転速度を選択します。 
 

参考: PTZカメラが支援しない機能は選択できません。 

 

PTZモードでマウスを用いて簡単にPTZカメラを操作することができます。該当カメラのスクリーンでマウスの左ボタンを押したままでカ

メラを任意の方向に移動させ、マウスのホイールを動かして映像の⼤きさを調整することができます。PTZモードでマウスのカーソルを

画⾯の下に位置させば下図のようなPTZ制御ボックスが表示されます。 
 

 

PTZ制御ボックスの  をクリックするとPTZ制御ボックスが消えます。アイコンの下をクリック

してからドラッグ＆ドロップしてボックスの位置を変更できます。矢印アイコンをクリックして

PTZカメラを上下左右など8方向に移動できます。各アイコンの機能は下記の通りです。 

  拡⼤/縮小                     近距離/遠距離焦点調整 

  しぼり開/閉                プリセット設定/移動             PTZ高機能 
 

イベントモニタリング機能 
 

システム設定 – ディスプレー設定で“イベントモニタリング”が選択されていたら、イベントが発生した場合はイベントが連動録画される

カメラの画⾯だけ表示する状態に自動的に切り替わります。 

イベントモニタリングはイベント録画時間の分割表示にされ、続いて新しいイベントが発生しなければ、イベントモニタリング画⾯に転

換する前の画⾯に戻ります。 

イベントモニタリングの状態でイベント録画時間が経過する前でもDISPLAYボタンを押したりカメラ番号ボタンを押したりすると、その監

視画⾯に切り替わります。 
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隠しカメラ機能 
 

カメラ設定で特定カメラを“隠し1”に設定すると、ユーザーがログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユーザーでログイン

した場合、監視画⾯で該当カメラの映像は表示されなくなります。しかし、該当カメラのタイトルと現在の状態を示すアイコンは正常に

表示されます。 

カメラ設定で特定カメラを“隠し2”に設定すると、ユーザーがログインしていないか、“隠しカメラビュー”権限のないユーザーでログイン

した場合、該当カメラがoff設定のように表示されます。すなわち、カメラ映像はもちろん表示されず、カメラタイトルはグレーになり、

各種の状態アイコンも表示されなくなります。 

“隠しカメラビュー”権限を持ったユーザーがログインした場合には、カメラが“隠し1”か“隠し2”に設定されていても隠し機能が適用され

ず、映像だけでなく状態アイコンも表示されます。 

 

外部モニター監視機能 
 

参考: ネットワークカメラおよびビデオエンコーダの場合、外部モニタでの映像監視機能は支援されません。 
 

外部モニタで分割画⾯（4画⾯、1+5画⾯、1+7画⾯、3x3画⾯、16画⾯）の監視と切替監視ができます。リモコンのSPOTボタンを押す

か、リアルタイム監視メニューで （モニタ）を選択してから“外部”を選択すると、外部モニタをコントロールできます。 

リアルタイム監視メニューで （ディスプレー）→ “画⾯分割” → “2x2”、または“4x4”を選択すると、外部モニタの画⾯モードが選択し

た分割画⾯に切替わります。 

リアルタイム監視メニューで （自動切替）を選択すると、外部モニタで切替監視が⾏われるようになります。もちろんカメラが選択さ

れていない設定、映像信号なしや隠し設定であれば（そして隠しカメラを⾒る権限がなければ）、そのカメラは自動切替の対象から除外

されます。システム設定 – ディスプレー – 外部モニター設定で自動切替モードの場合に映像が切り替わる時間の間隔を決められます。 

 

状態監視 
 

リアルタイム監視メニューまたは検索メニューで （状態）を選択するとシステムイベント及び保存スペースの状態が確認できます。 

 

状態 – イベント状態画面 
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現在のいろいろなイベントの状態を調べることができます。イベントが発生したところは目⽴つように表示されます。イベントが発生し

てから5秒間点滅するので瞬間のイベントも簡単に把握できます。 

アラーム入⼒の設定で、設定した通りにアラーム入⼒イベントが発生した場合、該当  “アラーム入⼒”チャンネルが⻩色で強調されま

す。そして  “モーション”、  “トリップゾーン”、  “映像信号なし”、  “映像遮断”、  “テキストイン”項目は、それぞれイベント 

– モーション設定、映像信号なし設定、テキストイン設定で設定した通りにイベントが発生した場合、該当チャンネルや項目が⻩色で強

調されます。また、  “アラーム入⼒エラー”、“録画エラー”項目は、システム – モニタリング設定によってイベント状態が表示されま

す。“緊急録画”項目は緊急録画を⾏っているとイベント状態が表示されます。“ディスクがほぼフルになります”項目と“ディスクフル”項

目は“上書”モードに設定されていない場合、システム – モニタリング設定で指定したディスクの割り合いになった場合、或は100%フル

になった場合に発生するイベントです。“ファンエラー”は電源コードコネクタ側のクーリングファンが約4秒以上動作しない場合、発生

するイベントです。“録画用保存スペース無し”はDVRの最初起動時、録画用の保存装置に接続されていない場合発生するイベントです。 

“ディスク構成変更”はハードディスクの入れ替わりの後、システムを再起動する場合発生するイベントです。 

“イベント状態”設定画⾯で“HDD”タブを選択して現在のHDDの状態を調べることができます。 

 

 

状態 – HDD画面 

“ディスクエラー”項目には使用されたことのないディスクの場合は“初期化されていません”と、正常に使用されているディスクの場合は

“良好”と表示されます。“良好”と表示されてもHDDの一部が使用できない場合、その⽐率が“%”で一緒に表示されます。この⽐率がユー

ザーの指定した⽐率より高い場合は“エラー”として表示され、システムイベントが発生します。 

“温度”項目には、温度を読み取れないディスクの場合“N/A”と、温度を読み取って正常な場合は“良好”と表示され、温度が一緒に表示され

ます。この温度がユーザーの定めた温度以上の場合は“不良”と表示され、システムイベントが発生します。 

“S.M.A.R.T.”項目には、S.M.A.R.T.機能をサポートしないディスクの場合“N/A”、S.M.A.R.T.状態に異常があって24時間以内にディスク

が使用できなくなる可能性のある場合は“不良”、正常な場合は“良好”と表示されます。“不良”の場合はシステムイベントが発生します。 

 

映像録画 
 

“第2章 – 設置”部分で説明した通り、DVRを設置すると録画ができます。 

いつ録画するかについての設定は、“第3章 – システム設定 – 録画スケジュール設定”部分で説明されています。また、プリイベント機能

を利用する場合は、“第3章 – システム設定 – プリイベント設定”部分を参照してください。録画モードの設定については、“第3章 – シス

テム設定 – 録画設定”部分に詳しく説明されています。ここでは幾つかの設定について簡略に説明します。 
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ハードディスクが一杯になった場合、中止するか上書きすることができます。初期設定は“上書”に設定されており、最も古い録画から上

書きします。“上書”を解除するとディスクが一杯になった場合録画が中止されます。 

 

緊急録画機能 
 

リアルタイム監視メニューで  (緊急録画) を選択するか、リアルタイム監視モードで○︕ボタンを押すとボタンLEDが点き、活性化した

全てのカメラで緊急録画が⾏われます。その場合、画⾯の各カメラ画⾯には感嘆符の形の  アイコンが表示されます。この緊急録画は、

ユーザーが設定した録画スケジュールに関係なく実⾏されます。 

緊急録画状態では、システム設定 – 録画設定で緊急録画のために設定されたipsと画質で録画がおこなわれます。 

緊急録画状態でもう一度  (緊急録画) を選択するか、○︕ボタンを押すと、緊急録画モードは解除されます。システム設定 – 録画設定で

“緊急録画期間”が設定されている場合、設定された時間の通り緊急録画後自動に緊急録画モードが解除されます。 
 

参考: HDDが“上書”に設定されていない状態ながら、100％フルになってしまった場合は緊急録画が⾏われません。 

 

オーディオ録音 
 

システム設定 – 録画設定でDVRのオーディオ録音が設定されていれば、その設定の通りビデオが録画される時にオーディオも録音され

ます。 
 

注意: オーディオを録音する場合には、全ての関連法規と条例を確認してください。 

 

保存映像の再生 
 
保存映像を再生するためには、“検索”の権限を持ったユーザーでログインしてください。本DVRは全チャンネル再生とトリプレックス再
生をサポートします。リアルタイム監視モードでは （再生ボタン）を押すと分割画⾯モードで、  ボタンを押すとトリプレックス再
生モードに入ります。 
 

トリプレックス機能を利用し、リアルタイム監視モードから録画しながら特定のチャンネルの映像を再生することができます。分割画⾯
モードで  ボタンを押してトリプレックス再生モードになると次のような再生カメラ選択メニューが表われます。 
 

 

“全てのカメラ”を選択すると全チャンネルを再生します。全てのカメラ再生モードでも画⾯グループ編集設定が保た

れ、監視画⾯と同じく設定することもできます。ただし、PIPモードはサポートしておりません。 

“トリプレックス”カメラ目録から検索しようとする特定カメラチャンネルを選択するとトリプレックス再生モードに

変わり、選択したチャンネルの映像を再生します。ただし、全画⾯モードではすぐ再生モードに変わり、PIPモード

ではPIPチャンネルが再生チャンネルとなります。トリプレックスモードの画⾯構成は監視モードの画⾯構成をその

まま使用し、再生チャンネルとして選択されたカメラのタイトル及び、画⾯の枠が赤色となります。 

再生カメラ選択メニュー 
 

検索モードの初期位置は以前に再生した位置か、録画の最後の位置です。録音されたオーディオの再生は該当カメラが全画⾯ではなけれ

ばなりません。 
 

参考: “隠し”として設定されたカメラの場合、隠し機能が再生モードでも同様に適用されます。 
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カメラボタンを押すと該当カメラの映像を全画⾯で⾒ることができます。 

 ボタンはビデオを高速で逆再生します。ボタンを押すたびに 、 、  に速度が切り替わります。  ボタンを押すと、ビ

デオを高速で再生します。ボタンをもう一度押すと、 、 、  に速度が切り替わります。一時停止状態から  ボタンを押す

と現在の画⾯の次の画⾯を、  ボタンを押すと現在の画⾯の前の画⾯を⾒ることができます。 

（エンター）ボタンを押すたびにビデオを一般速度で再生するか一時停止させます。 

（再生ボタン）を押すと、検索モードに入り、 を押すと検索モードから抜け出ます。  ボタンを押すとビデオは一時停止され、  

（再生ボタン）を押すと普通のスピードで再生します。一時停止モードでは画⾯上  が、再生中には画⾯に  が表示されます。 

ZOOMボタンを押して再生画⾯を拡⼤して再生ができます。 
 

参考: 拡⼤機能の対応⽐率はカメラモードによります。 
 

 ボタンを押すと4 → 6 → 8 → 9 → 16 画⾯に変わります。 

  （左右の矢印ボタン）を押すと現在の画⾯のグループから次の画⾯グループに移動し、ページ番号が画⾯に表示されます。 

再生モードでマウスを使用するとより便利に操作できます。マウスポインタを再生画⾯に置くと、次のような録画テーブル検索画⾯（単

純表示）が表示されます。 

 
 

 前の映像に移動  再生/一時停止  次の映像に移動 

 高速逆再生  高速再生  

 

映像検索 
 

検索モードで  MENU  ボタンを押すと画⾯の右側に下記の検索メニューが現れます。 MENU  ボタンをもう一度押すとメニューが消えま

す。リモコンの矢印ボタンを利用して各メニューと項目に移動することができます。 
 

 

検索メニュー 

① ブックマーク 

② ディスプレー 

③ 前画⾯グループ 

④ 次画⾯グループ 

⑤ 監視 

⑥ 移動 

⑦ カメラメニュー 

⑧ 検索 

⑨ 緊急録画 

⑩ アラーム 

⑪ 保存 

⑫ 状態 

⑬ データベース 

⑭ 印刷 
 

参考: 検索メニューはマウスポインタを画⾯の右側に置いて表示させることもできます。 
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検索メニュー 
 

ブックマーク 

検索メニューで  (ブックマーク) を選択して現在再生時点をブックマークに追加します。詳しい内容は“ブックマーク”部分を参照

してください。 
 

ディスプレー 

・ 全画面: 検索メニューで （ディスプレー）→ （全画⾯）を選択してからご希望のカメラチャンネルを選択すると全⾯パネル

の該当カメラ番号ボタンを押す時やマウスで特定のカメラ画⾯をクリックする時と同じく、該当するカメラ画⾯が全画⾯に切り替

わります。全画⾯のどこかをもう一度クリックすると、全画⾯になる直前の分割画⾯に切り替わります。 

・ 2x2、1+5、1+7、3x3、4x4: 検索メニューで （ディスプレー）→ 、 、 、 （2x2、1+5、1+7、3x3、4x4）を選

択するとリモコンの分割表示ボタンを押す時と同様4 → 6 → 8 → 9 → 16画⾯に切り替わります。分割画⾯モードでマウスホイー

ルを上下に回しても4 → 6 → 8 → 9 → 16画⾯（逆）順に画⾯構成が切り替わります。 

・ カメラのOSD、状態のOSD: 検索メニューで （ディスプレー）→ “カメラのOSD”を選択するとカメラ関連OSD（画⾯上に文字

表示）機能を、“状態のOSD”を選択するとシステム状態関連OSD機能を活性化、または非活性化させます。 
 

前画面グループ、次画面グループ 

検索メニューで （前グループ）、 （次グループ）を選択すると、   （左右の矢印ボタン）を押す時と同じく現在の画⾯の

前/次の画⾯グループに移動し、ページ番号が画⾯に表示されます。 
 

監視 

検索メニューで （監視）を選択すると、検索モードから抜け出してリアルタイム監視モードに戻ります。 
 

移動 

・ 最初へ: 検索メニューで  (移動) → “最初へ”を選択すると、録画された映像の最初の画⾯に移動します。 

・ 最後へ: 検索メニューで  (移動) → “最後へ”を選択すると、録画された映像の最後の画⾯に移動します。 

・ 日時指定検索: 検索メニューで  (移動) → “日時指定検索”を選択すると、日付と時間で録画映像を検索することができます。 

 

カメラメニュー 

・ 拡大: 検索メニューで （カメラメニュー）→ “拡⼤”を選択するとZOOMボタンを押す時と同様に映像を拡⼤できます。“拡⼤”を

もう一度選択すると拡⼤モードが解除されます。 

・ オーディオ: 検索メニューで （カメラメニュー）→ “オーディオ”を選択するとオーディオ出⼒をOn/Offにすることができます。

録音されたオーディオは、該当カメラを全体画⾯で再生する時だけ再生できます。 

・ グループ編集: 検索メニューで （カメラメニュー）→ “グループ編集”を選択すると、画⾯のグループ編集モードがスタートしま

す。詳しい内容は“リアルタイム監視 – 画⾯グループ編集機能”部分を参照してください。 
 

参考: カメラメニューは各カメラの画⾯でマウス右クリックして呼ぶこともできます。 
 

検索 

・ イベントログ検索: 検索メニューで （検索）→ “イベントログ検索”を選択すると、イベントログを利用して録画映像を検索でき

ます。詳しい内容は以下の“イベントログ検索”部分を参考してください。 

・ 録画テーブル検索: 検索メニューで （検索）→ “録画テーブル検索”を選択すると、録画テーブルを利用して録画映像を検索でき

 

移動する日付/時間を設定した後、“決定”を選択すると該当録画映像に移動します。 



78 

 

ます。詳しい内容は以下の“録画テーブル検索”部分を参考してください。 

・ モーション検索: 検索メニューで （検索）→ “モーション検索”を選択すると、モーション検索の結果を基準として録画映像を検

索できます。詳しい内容は以下の“モーション検索”部分を参考してください。 

・ テキストイン検索: 検索メニューで （検索）→ “テキストイン検索”を選択すると、テキストイン検索の結果を基準として録画映

像を検索できます。詳しい内容は以下の“テキストイン検索”部分を参考してください。 

・ サムネイル検索: 検索メニューで （検索）→ “サムネイル検索”を選択すると、サムネイル検索の結果を基準として録画映像を検

索できます。詳しい内容は以下の“サムネイル検索”部分を参考してください。 
 

緊急録画 

検索メニューで （緊急録画）を選択すると○︕ボタンを押す時と同じように緊急録画機能を使用/解除します。 
 

アラーム 

検索メニューでアラームが作動している間 （アラーム）を選択すると、内部ブザーを含むDVRの出⼒をリセットします。 
 

保存 

・ ツータッチクリップコピー: 検索メニューで （保存）→ “ツータッチクリップコピー”を選択すると、ある二つのポイントを指定

して二つのポイント間のデータをコピーすることができます。詳しい内容は以下の“バックアップ”部分を参照してください。 

・ バックアップ: 検索メニューで （保存）→ “バックアップ”を選択するとすぐ“クリップコピー”設定画⾯が表示され、“開始”と“終

了”時刻をデータの最初と最後に決めるなどお好みで調節できます。詳しい内容は以下の“バックアップ”部分を参照してください。 

・ 印刷: 検索メニューで （保存）→ “印刷”を選択すると現在の映像を印刷することができます。詳しい内容は以下の“印刷”部分を

参照してください。 
 

状態 

検索メニューで （状態）を選択するとシステムイベント及び保存スペースの状態が確認できます。詳しい内容は“リアルタイム監

視 – 状態監視”部分を参照してください。 
 

参考: “状態”メニュー選択は“システム検査”の権限を持ったユーザーでログインした場合、可能です。 
 

データベース 

検索メニューで （データベース）を選択すると、“録画”（メイン保存装置に録画されたデータ検索）または“外部”（他のシステムで

使ったディスクを接続時、録画されているデータ検索）を選択することができます。 
 

印刷 

現在の画⾯を印刷することができます。 
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イベントログ検索 
 

検索メニューで“イベントログ検索”を選択すると、下のようなイベントログ検索画⾯が表示されます。検索されたイベントログリスト

で、右下の矢印によってリスト上で上下に移動できます。 

 

 

イベントログ検索画面 

イベントログ検索画⾯で特定イベントを選択すると、連動録画が⾏われたチャンネルの選択日時に該当する映像が画⾯に停止状態で表示

されます。 
 

参考: 現在表示されている画⾯には、録画された映像がないこともあります。その場合、分割表示ボタンを押して16分割画⾯に切り替える

と、該当時間帯の映像が保存された画⾯を簡単に探すことができます。 
 

登録されたユーザーでログインしていれば、イベントログ検索画⾯を表示するために特別に必要なユーザー権限はありません。もちろ

ん、検索するためには“検索”権限を持ったユーザーでログインしてください。 

イベントログ検索画⾯で左下の“条件…”を選択すると、“イベントログ検索条件”の設定画⾯が表示されます。 
 

 

“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータのうち最初の時刻で

設定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存されてデータのうち

最後の時刻で設定されます。“始め”や“終わり”のチェック表示を外

すと、検索する期間を直接変更できます。  を選択すると選択した

ブックマークの時点を開始または終了時間に設定できます。 
 

 

“開始”または“終了”時間をユーザーが指定する場合には、“時間重複検査”を選択/解除できます。“時間重複検査”が選択されていなけれ

ば、システムの使用途中でシステム時間が変更され、ユーザーが指定した“開始”時間が二ヶ所以上ある場合、そのどちらかを選択せよ

という画⾯が表示され、やはりユーザーが指定した“終了”時間が二ヶ所以上ある場合、そのどちらかを選択せよという画⾯が表示され

ます。そして、ユーザーが選択した“開始”と“終了”時間帯に発生したイベントだけが検索され表示されます。そうでなく“時間重複検
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査”が選択されれば、全ての“開始”、“終了”時間帯に発生したイベントを検索します。 

“アラーム入⼒”でアラーム入⼒イベントを検索するアラーム入⼒チャンネルを選択します。 

“モーション”でモーション感知を検索するカメラチャンネルを選択します。 

“映像信号なし”で映像信号なしのイベントを検索するカメラチャンネルを選択します。 

“ビデオ遮断”でビデオ遮断のイベントを検索するカメラチャンネルを選択します。 

“テキストイン”でテキストインのイベントを検索するチャンネルを選択します。 

“録画チャンネル”でイベントを検索する録画チャンネルを選択します。ここで設定された録画チャンネルのうち、一つでも連動録画が

発生したイベントのみ検索します。どのカメラも選択しなければ、連動録画カメラが一つもないイベントのみ検索します。 

“緊急録画”、“録画を確認”、“ アラームインを確認”、“ ディスクフル警告”、“ディスクエラー”、“ディスク温度”、“ディスク

S.M.A.R.T.”、“ディスク構成変更”、“ファンエラー”などのシステムイベントを検索する際に含めるかどうかを設定できます。 

 

録画テーブル検索 
 

検索メニューより“録画テーブル検索”を選択すると下図のような録画テーブル検索画⾯を表示します。 
 

 
< 単純表示 > 

 

 
< 併合表示 > 

 

 
< チャンネル別表示 > 

録画テーブル検索画面 

録画テーブル検索画⾯は現在画⾯に表示するチャンネルの録画情報を表示します。検索画⾯の上段へ日付及び時間情報が表示され、録画

テーブルの⽩色の縦線は現在再生位置を表示します。前⾯パネルの矢印ボタンを利用して現在再生位置を区間単位で移動することが可能

であり、マウスを利用するとより簡単に再生位置を変更することができます。 

ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画を⾏い、同時間帯に1つ以上の映像がある場合、重複した時間帯は⻩色の分離線で分けられ

て録画テーブルに表示されます。 
 

参考: 録画テーブルの後段へ表示するほどより最新データであります。 
 

併合表示検索画⾯の左下の  を選択すると現在の画⾯へ表示するチャンネルの録画情報が表示されるチャンネル別表示モードに変わ

り、  を選択すると検索及び再生道具のみ表示される単純表示モードに変わります。単純表示検索画⾯で  を押すか、チャンネル別表

示画⾯で  を押すと併合表示モードに変わります。 

（拡⼤表示）を選択すると8時間（1920x1080 解像度からは12時間）の録画情報が表示されて1分単位区間で構成されます。 （縮小

表示）を選択すると24時間の録画情報が表示されて3分単位区間で構成されます。画⾯へ表示する日付及び時間より以前あるいは以後の

録画データが存在する場合、日付及び時間情報表示欄の両方へスクロールが表示されます。スクロールを前⾯パネルの矢印ボタンあるい

はマウスでクリックしてからドラッグして当該録画データの情報を確認することができます。 
 

参考: 区間別録画映像が複数のモードで録画されていたら“緊急（赤色）→ プリイベント（⻩色）→ イベント（紫色）→ タイムラプス
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（⻘色）”録画の順に表示します。 
 

参考: 低解像度のSDをズームすると、画像が表示されないことがあります。 
 

 を選択するとカレンダー検索画⾯が表示されます。 
 

 

 を選択すると検索メニューが表示され、必要な機能を実⾏することができます。 
 

 

検索画⾯の下段にある各再生ボタンの機能は次の通りです。 
 

 前の映像に移動  再生/一時停止  次の映像に移動 
 高速逆再生  高速再生  

 

 選択するとブックマーク画⾯が表示されます。詳しい内容は下記の“ブックマーク”部分を参照してください。 

検索メニューの左上の  を選択して録画テーブル検索メニューを閉じます。 

 

録画された映像がある日付が⽩色に表示され、その日付だけ選択できます。日付を選択すると選択さ

れた日付の最初に当たる時間に該当する映像が画⾯に停止状態で表示されます。イベントログ検索と

同様に現在の画⾯に録画された映像がない場合には、16分割画⾯で録画された映像のある画⾯を簡単

に探すことができます。 

 

・ 移動: 録画された映像の最初の画⾯または最後の画⾯に移動したり、日時で録画映像を検索したりできます。 

・ バックアップ: バックアップが⾏えます。 

・ 印刷: 現在の画⾯を印刷することができます。 

・ 拡⼤: 再生画⾯を拡⼤することができます。 

・ 低速再生: 再生画⾯を遅くできます。(x1/2、x1/3、x1/4、x1/6、x1/8) 
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モーション検索 
 

一画⾯の再生時のみ、検索メニュー上に“モーション検索”メニューが活性化されて選択することができます。検索メニューで“モーショ

ン検索”メニューを選択すると、“モーション検索”設定画⾯が表示されます。 

 

 

モーション検索画面 

“条件…”を選択すると、モーション検索で検索する条件を設定することができます。 
 

 

“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータの最初の時刻で設

定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存されたデータの最後

の時刻で設定されます。“始め”や“終わり”のチェック表示を外す

と、検索する期間を直接設定できます。  を選択すると選択した

ブックマークの時点を開始または終了時間に設定できます。 

“タイプ”で“モーション検索”や“オブジェクト検索”のどちらかに設定できます。“モーション検索”はすぐ前の映像と⽐較して、選択された

エリアでの変化を探します。すなわち、持続的な変化にもかかわらず変化がとても遅い場合は感知しません。反対に“オブジェクト検索”

は、“開始”に設定された日時の映像と⽐較して、選択されたエリアでの変化を探します。従って、とても遅い変化であっても“開始”に設

定された時と⽐較してある程度以上変化したら、その変化は感知されます。 

“エリア”設定は、システム設定 – モーション設定でエリアを設定する方法と同じです。 
 

参考: “オブジェクト検索”のエリア”を設定する場合、対象物のへり部分をエリアに含めるとうまく検索されない恐れがあります。正確な

検索のためにできるだけ対象物のヘリの内側を検知エリアに設定してください。 
 

“感度”を1（低感度）〜5（高感度）の間で設定でき、“ミニマムブロック”も設定できます。 

条件設定を終えてから“検索”を選択すると検索を開始します。検索中に“中止”を選択すると検索が中止されます。 

モーション検索設定の右側のリストに表示される検索結果のうちの一つを選択すると、左側に該当時間に録画された映像が表示されま

す。該当映像を再生する場合、“閉じる”ボタンを選択してください。 

別のカメラの全画⾯モードに切替えて“モーション検索”を選択すると、以前のモーション検索結果が消えるというアラームメッセージが

表示されます。その場合、“結果削除”を選択すると以前の検索結果が消え、“キャンセル”を選択すると以前の検索結果が検索結果リスト

に表示されます。 
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テキストイン検索 
 

検索メニューで“テキストイン検索”を選択すると、下のようなテキストイン検索画⾯が表示されます。 
 

 

テキストイン検索画面 

トランザクションリストで特定トランザクションを選択すると、選択された日時に該当する映像が画⾯に停止状態で表示されます。イベ

ントログ検索と同様に現在の画⾯に録画された映像がない場合には、16分割画⾯で録画された映像のある画⾯を簡単に探すことができま

す。 
 

参考: 1倍速再生時には、画⾯上にテキストイン情報が重ねて表示されます。別の速度では表示されません。 
 

左下の“条件…”を選択すると、テキストイン検索で検索する条件を設定することができます。 

 

 

“開始”で“始め”を選択すると、保存されたデータの最初の時刻で設

定され、“終了”で“終わり”を選択すると、保存されたデータの最後

の時刻で設定されます。“始め”や“終わり”のチェック表示を外す

と、検索する期間を直接変更できます。  を選択すると選択した

ブックマークの時点を開始または終了時間に設定できます。 

検索するテキストイン“チャンネル”を選択することができます。 

テキストイン装置を選択して汎用テキストのようなテキストイン装

置のタイプを選択することができます。現在の設定画⾯の内容は、

汎用テキストに関した検索設定内容です。 

“+”を選択して検索変数設定を追加することができます。右側の  を選択して当該項目及び全体項目を削除することができます。検

索変数設定の詳細内容は“付録 – テキストイン情報のクエリー例”をご参照ください。 

“条件”を選択して⼤小文字を区分可否、正確に一致する単語のみ検索するかどうか、重複されたトランザクションを除去可否などの

検索条件が設定できます。 
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“取込”を選択して保存された検索条件設定値を読み込むことができます。 

“保存”を選択して現在検索条件設定値を保存できます。仮想キーボードを利用して検索条件名を入⼒します。 

設定が終わってから“検索”を選択すると、検索後に“テキストイン検索”の設定画⾯に戻ります。 
 

サムネイル検索 
 

検索メニューで“JV Search”を選択すると、下のようなサムネイル検索画⾯が表示されます。 
 

 

サムネイル検索画面 

画⾯右の ボタンを押すと、連動録画が⾏われたチャンネルで、特定の日付の映像を検索することができます。 

画⾯下の  /  ボタン、または右の ボタンを押すと、映像の精密度を日付/時間/分単位で変更できます。 

画⾯下の 、または右側の ボタンを押すと、日付/時間/分単位で映像を前後に移動することができます。 

選択した日付や時間に該当する映像がない場合、画⾯に“NO IMAGE”と表示されます。画⾯をダブルクリックすると、その日付の単位が

変更されます。 
 

ブックマーク 
 

検索メニューで“ブックマーク”を選択すると、“ブックマーク”設定窓が表示されます。 
 

 

ブックマーク設定窓 

“現在位置追加”を選択して現在再生時点をブックマークに追加します。ブックマーク設定メニューから特定のブックマークを選択すると

登録された再生時点に移動することができます。 
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参考: 保存可能ブックマークの数は64個までです。 
 

設定されたブックマーク項目の右側の  の表示を選択してそのブックマークを削除することができます。 

 

バックアップ 
 

任意の二つの時点を設定してその間の録画データをバックアップすることができます。検索メニューで“保存 – ツータッチクリップコピ

ー”を選択するか再生モードでリモコンのCLIP COPYボタンを1回押すと1番目の時点が設定されカメラ左下位置に  アイコンが表示され

ます。 

再び一度“保存 – ツータッチクリップコピー”を選択するかCLIP COPYボタンを押すと2番目の時点が設定されバックアップ設定窓が表示

されます。指定した二つの時点の範囲が“開始”と“終了”時刻に自動に設定されます。 

ライブ監視または再生モードでリモコンのCLIP COPYボタンを3秒以上押すとワンタッチモードでバックアップ設定 

窓を表示することができます。ワンタッチモードではいつも最新録画データを終了時刻に設定し保存ドライブの空容量によって開始時刻

が自動的に計算されます。 

検索メニューで “保存 – バックアップ”を選択するかライブ監視モードでリモコンのCLIP COPYボタンを押すと“バックアップ”設定窓が表

示され“開始”と“終了”時刻を設定できます。 を選択すると選択したブックマークの時点を開始または終了時間に設定できます。 
 

 

バックアップ設定窓 
“チャンネル”でどのカメラの映像を保存するのかを選択してください。“パスワード”を登録すると、このファイルを再生する時、パスワ

ードの入⼒が必要になります。パスワード使用するかどうかを選択しパスワードを設定してください。“メディア選択”で保存するメディ

アまたはFTPサイトを選択してください。NetFS機能が使用中で（“ネットワーク”メニュー – “NetFS”タブ）、“使用”設定が“ALL”または

“クリップコピー”となっていれば、FTPサイトにビデオクリップをコピーできます。NetFSを選択する場合、登録されたFTPサイトのリス

トからFTPサイトを選択します。“ファイル名”を選択して保存するファイル名を設定してください。最高63字まで入⼒できます。 
 

参考: ファイル名を設定する場合、\、/、:、*、?、“、<、>、| などの文字は使用できません。 
 

参考: NetFSサイトにビデオクリップをコピーする場合、NetFSサイトのディスク容量は確認できません。DVRは実際のディスク

容量と関係なく30GBと表示し、バックアップのためのファイルサイズは30GB以下に制限されます。ビデオクリップがコピーされ

てからアップロードが失敗した場合、コピーされたビデオクリップが削除されます。同一のファイルが存在する場合、ビデオクリ

ップはコピーされません。 
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“テキストインのデータ含み”を選択すると当該録画映像のテキストイン情報がある場合、テキストイン情報を映像と共に保存します。 

“DVR名使用”を選択すると、バックアップファイル名にサイト名を追加します。 
 

参考: バックアップファイル名にサイト名を追加する場合、サイト名に使用された \、/、:、*、?、“、<、>、|  

などの文字は“_”に代わります。 
 

“開始”を選択すると指定した保存範囲のバックアップするデータ容量を計算して表示します。ただし、ワンタッチバックアップモードでは

保存媒体の容量に合わせて保存範囲が自動に設定されます。また選択した保存媒体に空き容量が足りない場合には空き容量に合わせてバ

ックアップすることができます。時間範囲と容量を確認してから“継続”を選択するとバックアップが始まります。バックアップが開始さ

れると、“キャンセル”を押してバックアップをキャンセルでき、“閉じる”を押して画⾯を隠すことができます。“閉じる”を選択してもバ

ックアップは続けられ、作業が完了するとそれを確認する画⾯が表示されます。 
 

参考: 2GBを超える場合には保存範囲を調節してファイルサイズを減らしてください。2GBを超える映像区間をバックアップする場合、

システムが2GB単位に分けて保存します。 
 

バックアップで作ったファイルをWindows上で実⾏して、保存された動画を再生することができます。再生方法に関する詳しい内容

は、JSS遠隔監視システムの取扱説明書をご覧ください。 
 

参考: USB保存メディアの場合、外部でFAT32に初期化されたものを使用してください。USBハードディスクをFAT32に初期化して使用

する方法は、“付録 – USBハードディスクのインストー”部分に説明されています。 
 

注意: USBバックアップの途中でUSBケーブルを抜いたり、USB装置の電源を切ったりしないでください。もし、バックアップ

の途中でケーブルが抜けたり装置の電源が切れたりした場合、DVRシステムが誤動作や外付USB装置のファイルシステムが損傷

して、再度アーカイブを試みる場合にアーカイブができないというエラーメッセージが表示されることがあります。このエラー

メッセージを取り除くには、DVRを終了させて再起動させなければなりません。もし、USBハードディスクのファイルシステム

が損傷したならば、DVRを再起動してもアーカイブを試みる際にエラーメッセージが出続けるようになります。そのような場合

はUSB-HDDをもう一度初期化するか、市販の復旧プログラムを利用して外付ドライブのファイルシステムの損傷した部分を復

旧してください。 

 

印刷 
 

現在の映像を印刷するために、再生モードで （エンター）ボタンを押して再生を一時停止します。検索メニューで“印刷”を選択する

と、“印刷”の設定画⾯が表示されますNetFS機能が使用中の場合（“ネットワーク”メニュー – “NetFS”タブ）、イメージをNetFSサイトに

アップロードできます。 

 

 

印刷画面 

“プリンターモデル名”で“PostScriptプリンター”または“ファイルプリンター”を選択しま

す。PostScriptプリンターを選択した場合、現在の映像がUSBコネクタに接続されたプリ

ンタで印刷されます。ファイルプリンターを選択した場合、現在の映像がUSB保存媒体ま

たはNetFSサイト にPDFファイルで保存され、保存された映像はパソコンに接続されてい

るプリンタで印刷します。 

“用紙サイズ”で望みの用紙サイズを選択します。 
 

参考: LPTコネクタ（並列ポート用コネクタ）のみサポートするプリンタの場合、LPTを

USBに変換するケーブルがありますので、別途購入して使用してください。 
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付録 
 

USBハードディスクのインストール 
 

USBハードディスクをDVRに接続するためには、事前にWindows PCを用いて初期化する必要があります。本章ではこの初期化の方法に

ついて説明します。 
 

参考: USBハードディスクの初期化は、Windows®のバージョンにより多少異なる場合があります。 
 

1. USBケーブルを使用してUSBハードディスクをPCに接続します。 

2. PCを起動させます。 

3. USB装置のアイコンがタスクバーに表示されます。 

4. もしUSBハードディスクのパーティションが既に作成され、データが保存されている場合、他のハードディスクと同様にマイコンピ

ュータで内容を確認できます。｢登録情報｣→｢一般｣→｢ファイルシステム｣の順にアイコンにカーソルを当てて、マウスの右ボタンを

クリックして確認します。もし、ファイルシステムがFAT32フォーマットでない場合、USBハードディスクをFAT32フォーマットに

フォーマットし直します。 

5. USBハードディスクのパーティションを作成するには｢管理者ツール｣→｢コントロールパネル｣→｢コンピュータ管理｣を実⾏します。

｢保存装置｣の｢ディスク管理者｣を開けて、USBハードディスクの未割当領域にマウスカーソルを当て、マウスの右ボタンをクリック

してパーティションを作ります。 

6. ｢パーティション作成ウィザード｣で｢Next｣をクリックすると、｢メインパーティション｣画⾯の説明に従ってパーティションを作りま

す。ファイルシステムをFAT32に選択したかどうか確認します。 
 

参考: パーティションのサイズはマイクロソフトの制限があるため、32GBより小さく設定してください。 
 

7. フォーマットを完了すると、USBハードディスクがマイコンピュータ内に追加されます。 

8. DVRにUSBハードディスクを接続します。 

 

テキストイン情報のクエリー例 
 

クエリー例1 
 

                  1                   2                  3                  4                   5                  6 

123456789012345678901234567890123456789012345678901234567890 

 

    Item                    Unit price        Qty                  amount 

================================================== 

 Coke                      | $    2.20 |     1(s)                | $      2.20 

 Fanta                     | $    2.20 |     1(s)                | $      2.20 

 Hotdog                  | $    3.50 |     3(s)                | $     10.50 

 Pepsi                     | $    1.95 |     1(s)                | $      1.95 

================================================== 

                                                                     total : $       16.85 

Thank you~~ 
 

このテキストイン情報では、⽐較値が左端から17文字目（Unit price）、28文字目（Qty）、および40文字目（amount）に位置していま
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す（スペース文字を含みます。$記号は自動的に無視されます）。この場合、コラムボックスの各⾏に17、28、40を入⼒できます。例え

ば、Qty（数量）が1より⼤きいCokeと、amount（合計⾦額）が8ドルを超えるHotdogを検索する場合は、検索条件を次のように設定で

きます。 
 

 
 

クエリー例2 
 
                  1                   2                  3                  4                   5                  6  

123456789012345678901234567890123456789012345678901234567890 
 

    Item                    Unit price        Qty                   amount 

================================================== 

 Coke                      | $    2.20 |     1(s)                 | $      2.20 

 Fanta                     | $    2.20 |     1(s)                 | $      2.20 

 Hotdog                  | $    3.50 |     3(s)                 | $     10.50 

 Pepsi                     | $    1.95 |     1(s)                 | $      1.95 

================================================== 

                                                                      total : $       16.85 

Thank you~~ 
 

このテキストイン情報では、⽐較値が左端から17文字目（Unit price）、28文字目（Qty）、および40文字目（amount）に位置していま

す（スペース文字を含みます。$記号は自動的に無視されます）が、amountカテゴリの⾏がItemとは異なっています。この場合、コラ

ムボックスの各⾏に17、28、40を、列ボックスには次⾏を示す1を入⼒できます。例えば、Qty（数量）が1より⼤きいCokeと、

amount（合計⾦額）が8ドルを超えるHotdogを検索する場合は、検索条件を次のように設定できます。 
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WEB Client 
 

WEB Clientはインターネット上で別度のプログラムがなくても遠隔地の映像を監視及び検索できるもので、一般ブラウザ（インターネッ

トエクスプローラー）を用いて簡単に接続できます。 

WEB Clientの⾏うためには下記の通りPCのシステムの仕様が必要です。 
 

・ OS: Microsoft® Windows® 7 (Home Premium、Professional、Ultimate)、Microsoft® Windows®10 

・ CPU: Intel Pentium III (Celeron) 600MHz以上 

・ RAM: 128MB以上 

・ VGA: 8MB以上 (1024x768、24bpp以上) 

・ Internet Explorer: バージョン6.0以上 (32-Bit) 
 

インターネットエクスプローラーを実⾏してからアドレス入⼒欄へ下の情報を入⼒してください。 

– “http://IPアドレス:ポート番号”（DVRシステムIPアドレス及びネットワーク – WEB Client設定から設定したWEB Client接続ポート

番号（デフォルト値: 12088)入⼒） 

– 或いは“http://UCNサーバアドレス/UCN名”（UCNサーバアドレス及びUCNサーバへ登録されたDVR名入⼒） 

– 或いは“http://www.dvronline.net”（ログイン時DVR IPアドレス或いはUCNサーバへ登録したUCN名を入⼒要求） 
 

参考: 接続するDVRのIPアドレス及びWEB Clientのポート番号はネットワーク管理者へお問い合わせください。 
 

参考: WEB Clientはマイクロソフトインターネットエクスプローラー（Microsoft Internet Explorer）のみ対応しており、他のブラウザには

対応しておりません。 
 

参考: WEB ClientはMicrosoft® Windows® 10のEdgeでは、動作しません。 
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WEB Clientのログイン画⾯が出ると“WEBWATCH”（ウェブ監視）または“WEBSEARCH”（ウェブ検

索）を選択します。ID及びパスワードを入⼒して[LOGIN]ボタンをクリックすると選択したモードに

接続されます。 

“http://www.dvronline.net”を入⼒して接続する場合は、“DVR ADDRESS”項目へDVRのIPアドレス

を入⼒します。ログインメニューから“Use DVRNS”オプションを選択したらIPアドレスの代わりに

UCNサーバへ登録されたUCN名を入⼒することが可能であり、SETUP設定からUCNサーバのアドレ

ス及びポート番号の入⼒が求められます。 
 

参考: WEB Clientプログラム運営中にはログイン窓を閉じないでください。ウェブ監視又はウェブ検索モードに切り替るの際にはスクリ

プト（SCRIPT）エラーが発生します。この場合にはWEB Clientプログラムをリスタートする必要があります。 
 

参考: 新しいバージョンのWEB Clientを開く場合、インターネットエクスプローラーで以前のバージョンの情報を読込むことがありま

す。その場合には、コントロールパネル → インターネットオプション → 全般に移動してインターネット一時ファイルでファイルの削除

をしてから、WEB Clientを⾏ってください。 
 

参考: WEB Clientを実⾏する場合、アドレスバーやステータスバーを表示すると画⾯の下段部が⾒えなくなる場合があります。この現象

を解決するためにはインターネットの設定を変更し、アドレスバーやステータスバーを表示しないでブラウザを開くことをお勧めしま

す。（“ツール” → “インターネットオプション” → “セキュリティ” → “レベルのカスタマイズ” → “Webサイトがアドレスバーやステータ

スバーのないウィンドウを開くのを許可する”のオプションを“有効にする”に設定）。 
 

参考: Microsoft® Windows®よりWEB Clientソフトを起動する場合、インターネットエクスプローラーを実⾏するためにはブラウザのア

イコンをマウスで右クリックして表示されるメニューより“管理者として実⾏”をお選びください。“管理者として実⾏”を選択しない場

合、WEB Clientの一部の機能が制限される恐れがあります。 
 

参考: Microsoft® Windows®では映像転送速度の低下によりWEB Clientのスクリーンの画⾯が表示されなかったり、更新しなかったりす

る恐れがあります。本症状の場合は、ご使用のPCのオート ー チューニング機能の解除をお勧めします。 
 

管理者権限でコマンドプロンプト実⾏（“スタート”メニュー → “すべてのプログラム” → “コマンドプロンプト” → マウスの右ボタンを利

用し、“管理者として実⾏”選択）。“netsh int tcp set global autotuninglevel=disable”を入⼒してからENTERキーを押してください。PC

は再起動してから変更された設定を適用します。 
 

オート ー チューニング機能を再度復旧するためには管理者権限でコマンドプロンプトを実⾏してから“netsh int tcp set global 

autotuninglevel=normal”を入⼒してください。PCは再起動してから変更された設定を適用します。 
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ウェブ監視モード 
 

ウェブ監視は遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視のプログラムです。 

  
 

①  を押すとWEB Clientのプログラムが終了されます。 

②  を押すとウェブ検索モードに転換されます。 

③ マウスのポインタをWebWatchのロゴ部分に置くとWEB Clientのバージョンを確認することができます。 

④ WEB Clientログイン情報を表示します。 

⑤ ディスプレーモードを選択することができます。カメラの順番を入れ替える事が可能です。 

⑥ 監視したいカメラを選択します。 
 

   
 

⑦  を押すと映像の画質を調節することができます。 

⑧  を押すと遠隔地のPTZカメラを制御することができます。 

・ あらかじめPTZ設定（P.65）がされないと操作できません。 

・ アナログHDカメラPF-CA4040、CA4031、CA4041、CA4032は、「アイリス開ける」のアイコンでカメラOSDメニューに入

ることができます。（エンターの代替機能） 

⑨  を押すと遠隔地のアラーム出⼒を制御することができます。 

⑩  を押すとディスプレーモード、OSDの表示、ブザーの出⼒を設定することができます。ディスプレーモードを選択して映像を

出⼒するスピードを調整することが可能であり、OSD表示リストより画⾯に表示するOSD情報も選択することができます。Beep 

On及びBeep Offを選択し、遠隔からDVRの内蔵ブザー電源の切替ができます。 

⑪  を押すと監視映像をグラフィックファイルとして保存します。 

⑫ イベント状態窓は遠隔地で検知されたイベントリストを表示します。 

⑬ 画⾯よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。 
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・カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。 

・オーディオオン: 遠隔地とのオーディオの送受信機能を提供します。項目を選択するとオーディオ 

 ボタンが表示されます。  ボタンを選択するとマイクを利用して遠隔地に音声を送ることが

可能であり、  ボタンを選択するとスピーカから遠隔地のオーディオを再生することが可能であり

ます。  ボタンと  ボタンをすべて選択すると遠隔地と両方向オーディオの送受信が可能になり

ます。 ボタンを選択するとオーディオ送受信が非活性化します。 

・画⾯レート: スクリーン上に⾒える映像の出⼒レートを変更することができます。 

・マルチストリーム: DVRでリアルタイム監視映像に対してマルチストリームモードが設定されている場合、希望するストリームを

選択することができます。 

・ブロック現象改善: 拡⼤映像から⾒られるブロック現象を除去し、画⾯へ表示する映像の出⼒品質を向上させることができます。 
 

参考: ウェブ監視モードより変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響しません。また、カメラ名を入⼒しない場合、遠隔地より設定したカ

メラ名がスクリーン上に表示されます。 
 

参考: 接続したオーディオ制御機能をサポートする場合、当該カメラスクリーンに  アイコンが表われます。 

 

ウェブ検索モード 
 

ウェブサーチは遠隔地の録画映像を検索することができる遠隔地ウェブ検索プログラムです。 
 

参考: ウェブ検索スクリーンからの遠隔地接続は30分以上の操作がない場合、自動解除されます。 
 

 
 

①  を押すとWEB Clientのプログラムが終了されます。 
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②  を押すとウェブ監視モードに切り替えます。 

③ マウスポインタをWebSearchのロゴ部分に置けばWEB Clientのバージョンを確認することができます。 

④ 遠隔地DVRの時間情報及びWEB Clientログイン情報を表示します。 

⑤  を押して映像に様々なイメージフィルターを適用します。  を押して映像を縮小及び拡⼤しま

す。  を押して映像の明るさを調節します。 

参考: 映像調整は一時停止状態でのみ適用されます。 
 

⑥ 再生ボタンを押して映像を巻き戻し、一時停止、正倍速、早送、映像の最初に移動、コマ送り、映像の最後に移動します。 

⑦ ディスプレーモードを選択することができます。 

⑧  を押してタイムラプス検索モードを用い、録画映像を検索及び再生します。タイムラプス検索モードでの検索

は日付単位に構成されカレンダーで検索しようとする日付を選択することができます。タイムテーブルはカレン

ダーで選択した日付の録画映像の時間情報を表示します。検索したい時間を選択すると該当の時間帯の映像を画

⾯に表示します。該当の時間帯に一つ以上の映像がある場合には検索するセグメントを選択することができま

す。  を押して検索する日付及び時間を設定して特定時間帯の映像にすぐ移動することができます。 

⑨  を押してイベント検索モード用いて使用者が指定した条件を満足するイベントを検索することができます。 

⑩  を押すとディスプレーモード及びOSD表示を設定することができます。ディスプレーモードを選択して映像を出⼒するスピー

ドを調整することが可能であり、OSD表示リストより画⾯に表示するOSD情報を選択することができます。 

⑪  あるいは  を押して録画映像を静止画像またはJSS-Playerに保存します。 
 

参考: 実⾏ファイルで保存する時、“プレーヤー”オプションを選択すると保存ファイルのサイズや保存時間を減らすことができます。ファ

イル再生に必要な専用ビューアープログラムはインターネットエクスプローラーの住所入⼒欄に下記の情報を入⼒してダウンロードできま

す。 

– UCNを使用する時︓“http://UCNサーバアドレス/UCN名前/ JSS-Player.exe” (UCNサーバアドレス及びUCNサーバに登録された

UCN名前入⼒) 

– UCNを使用しない時︓“http://IPアドレス:ポート番号JSS-Player.exe” (DVRシステムIPアドレス及びネットワークWEB Client設

定で設定したWEB Client接続ポート番号(基本値: 12088)入⼒) 
 

⑫  を押して現在の映像をパソコンに接続されているプリンタで印刷します。 

⑬  を押すと遠隔地の録画映像をロードします。 

⑭ 選択したカメラの録画情報を時間単位で表示します。 

⑮ 画⾯よりカメラを選択してマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。 

 

・カメラタイトル変更: カメラタイトルを変更することができます。 

・オーディオオン: 当該映像を保存しながらオーディオも一緒に録音している場合にチェックする

とオーディオを出⼒します。（単一画⾯再生時に限る） 

・画⾯レート: スクリーン上に⾒える映像の出⼒レートを変更することができます。 

・ブロック現象改善: 拡⼤映像から⾒られるブロック現象を除去し、画⾯へ表示する映像の出⼒品

質を向上させることができます。 
 

参考: ウェブ検索モードより変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響しません。また、カメラ名を入⼒しない場合、遠隔地より設定したカ

メラ名がスクリーン上に表示されます。 
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時間重複 
 

使用者が時刻を戻して録画を⾏う場合、同一の時間帯に一つ以上の録画映像が存在する可能性があります。この場合、重なった時間の録

画映像はセグメントを区分して検索する必要があります。例えば、1時より5時までの録画映像が存在する場合、使用者がシステム時間を

5時より3時に変更してから6時まで録画を⾏うと3時より5時までの録画映像が二つ存在することになります。この場合に3時より5時まで

の時間帯には二つのセグメントは発生します。 
 

 
 

重なった時間の録画映像を検索する時には特定時間または時間範囲を選択することができます。重なった空間の3時より5時の間の区間で

“日時指定検索”などの検索メニューを用いてある特定の検索時間を指定する場合、“4時”の録画映像を検索しようとすると重なった二つの

セグメントの中にどのセグメントの4時なのかを選択する必要があります。 
 

 

参考: “セグメント”の字の前の数字が小さいものが後に録画したデータです。 

 

時間が重なった3時〜5時区間で、“イベントログ検索”、“テキストイン検索”及び“モーション検索”などの検索メニューを使用して検索時

間範囲を指定する場合、“4時〜5時”の間の録画映像を検索したい場合には、重なった二つの検索開始と終了時間の中に一つを選択する必

要があります。選択できる検索範囲は下記の通りです。 
 

 

・セグメント1の4時〜セグメント1の5時 

・セグメント1の4時〜セグメント2の5時 

・セグメント2の4時〜セグメント2の5時 

 
設定画面の構成図 
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システム  
 

     

   

 

一般  

     

   

 

日時/時間  

     

   

 

ユーザー  

     

   

 

HDD  

     

   

 

システムイベント  

     

 

 

録画  
 

     

   

 

一般  

     

   

 

スケジュール  

     

   

 

プリイベント  

     

   

 

インテリジェントコーデック  
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イベント  
 

     

   

 

モーション  

     

   

 

アラーム入⼒  

     

   

 

トリップゾーン  
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テキストイン  

     

 

 

カメラ  
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PTZ  

     

   

 

Clip Privacy  

     

   

 

プライバシーマスキング  
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オーディオ  
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遠隔制御  

     

   

 

その他  

     

 

 

ネットワーク  
 

     

   

 

一般  

     

   

 

LAN  

     

   

 

UCN  

     

   

 

RTSP  

     

   

 

WEB Client  

     

   

 

VNC  

     

    NetFS 
 

     
  

通知  
  

     

 

  

 

コールバック   

     

 

  

 

メール  
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スケジュール   

     
  

ディスプレー  
  

     

 

  

 

OSD   

     

 

  

 

メインモニター   

     

 

  

 

ネットワークカメラ   
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システムログタイプ 
 

システム開始 接続が解除されました: NetFS: 

システム終了 全てのデータ削除 

システム再開始 ディスク削除 

アップグレード ディスク初期化 

アップグレードエラー ディスクフル 

電源エラー ディスク構成変更 

時間変更 ディスク ‘番号’ : ‘シリアルナンバー’ 

標準時間帯変更 ディスク ‘番号’ : 除去された 

タイムサーバー成功 自動削除 

タイムサーバー失敗 検索開始 

ディスクエラー 検索終了 

ログイン バックアップ開始 

ログアウト バックアップ終了 

設定開始 バックアップキャンセル 

設定終了 バックアップ失敗 

遠隔設定変更 バックアップユーザー: 

遠隔設定エラー バックアップスタート: 

設定読込 バックアップ終了: 

設定読込失敗 バックアップ映像再生時間: 

設定保存 バックアップカメラ: 

設定保存失敗 コールバック失敗 

設定保存取消 印刷開始 

スケジュール作動 印刷終了 

スケジュール終了 印刷キャンセル 

緊急録画開始 ログイン : VNC (サーバのアドレス) 

緊急録画終了 ログアウト : VNC (サーバのアドレス) 

接続されました : NetFS:  
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エラーコードタイプ 
 

アップグレードエラーコード バックアップエラーコード 

番号 エラータイプ 番号 エラータイプ 

0 原因不明のエラー 0 原因不明のエラー 

1 ファイルバージョンに合いません 1 装置エラー 

2 OSバージョンに合いません 2 装置接続失敗 

3 SWバージョンに合いません 3 CDメディアがありません 

4 カーネルバージョンに合いません 4 間違ったメディア 

100 保存装置マウント失敗 5 同じ名前のファイルがあります 

101 ファイルが⾒つかりません 6 残容量が不足 

102 ファイル圧縮解凍失敗 7 一時ファイル作成失敗 

103 リロ(LILO)実⾏失敗 8 ディスクを開くのに失敗 

 

アップグレードエラーコード バックアップエラーコード 

番号 エラータイプ 番号 エラータイプ 

104 リブート失敗 9 ディスク初期化失敗 

106 光学ドライブのファームウェアのアップデート失敗 10 データベース変更 

300 遠隔接続失敗 11 保存失敗 

301 遠隔ネットワークエラー 12 ディスクエラー発生 

302 遠隔アップグレード権限がありません 13 JSS-Player実⾏ファイルがありません 

303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗 14 JSS-Player実⾏ファイルを開くのに失敗 

304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル 15 JSS-Player実⾏ファイル保存失敗 

400 USB保存装置でマウント失敗 16 イメージ作成失敗 

401 USB保存装置でファイル読取り失敗 19 装置接続失敗 

402 USB保存装置でファイルコピー失敗 20 装置使用中 

403 USB保存装置でファイルコピー失敗 21 サポートしないファイルシステム 

404 USB保存装置が接続していない 22 データ検証失敗 

405 USB保存装置使用中   

500 バックアップ中のためアップグレード失敗   
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故障の際の確認事項 
 

症状 確認事項 

本体が起動しません。 
・ 電源コードの接続状態を確認します。 

・ コンセントの電源を確認します。 

リアルタイム映像が⾒えません。 

・ カメラ映像ケーブルとの接続状態を確認します。 

・ モニタ映像ケーブルとの接続状態を確認します。 

・ カメラの電源を確認します。 

・ カメラレンズの設定状態を確認します。 

・ メインモニタの現在の解像度を確認します。 

DVRが録画中に止まってしまいました。 
ハードディスクが一杯になると、古い映像から消しながら録画をし続ける上書きモード

に設定します。 

 アイコンが画⾯に表示されていますが、

DVRは録画しません。 

プリイベント設定になっているとイベントが発生しないため録画されていない場合は、

⻩色い  と  が表示されます。イベントが発生して録画される場合は、赤い  と 

 が表示されます。 

システムアップグレード途中にDVRが再起

動を繰り返し、作業を完了できません。 

アップグレードするファイルのバージョンを確認します。現在システムにインストール

されているバージョンより下位バージョンにアップグレードする場合、デバイスにある

ファクトリーリセットスイッチを押して工場初期化を先に⾏います。工場初期化を⾏う

場合、ユーザーが保存した全てのDVR設定値は消えてしまいます。 
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製品の仕様 
 

 



 

 

 

アフターサービスについて 
 

 

 

 




